
岡山大会も好調を維持し、予選では安定した走りをまとめて5番手を獲得。
スタートもうまく決まった決勝では、

セーフティカーが2回導入される難しい展開の中でも安定した走りを崩さず、3位でチェッカー。
蒲生選手の地元・岡山で、確かな手応えと成長の証を感じられた最終戦となりました。

積み重ねた手応えが結果に結実。
念願の岡山で掴んだ表彰台！



GR86/BRZ Cup 2025 第7戦 ＠岡山国際サーキット

#121 tomica ネッツ兵庫 BS GR86

予選 →5位 決勝 →3位

Rd.7 リザルト

岡山のレースも調子が良く、
予選もまとめて走る事が出来5位からのスタートになりました。
決勝もスタートが上手く決まり3位チェッカーとなりました。
今年最後のレースで表彰台に上がれてとても良かったです。

1年を振り返ると
目標だったポールポジションと優勝が達成する事ができ、

チームとして前進することが出来ました。
また来年はチャンピオン争いに加わる事が出来るように

チーム皆んなで頑張りたいです。
応援ありがとうございました！

蒲生 尚弥選手



PHOTO GALLERY

Rd.7@岡山国際サーキット
2025.11.29-30



相生店 / 石本エンジニア

エンジニア ＶＯ ＣＥ

■レースに参加した感想
レース活動に参加した際は何か一つでも身に付けて帰ることを目標にしていました。
テントの中で先輩方が忙しそうにしている時でも疑問に感じた事はその場で質問していたのですが、
皆さん一つひとつ丁寧に教えてくださいました。
質問内容だけでなくそれに関連することも教えていただきとても勉強になりました。
蒲生選手とも話をする機会がありましたが、多方面で活躍しているプロドライバーでありながらとて
も気さくで話しやすく、お兄さんのような感じで接してくださいました。
様々な経験をさせていただけたとても良い機会でした。

■学んだ事
レース活動において大切だと感じたことは、チームワーク・役割分担です。
路面温度や気温によって空気圧を細かく調整したり、アライメントはじめその他車両セッティングに
関してそれぞれ役割があり、効率よく作業を進め、最適な状態でドライバーが走行できるよう一つひ
とつの作業に気を抜かず取り組む重要性を改めて学ぶことができました。

■店舗へのフィードバック
特に大切だと感じたことは情報収集です。今回現場でも他のチームの方と情報交換する様子が多く
見られました。 これは店舗においても同様に大切なことで、お客様お一人おひとりの細やかな情報
を店舗全員で共有し、どのスタッフが担当しても最適な対応・作業ができるように努めたいです。

■今回経験した事を今後の仕事にどう活かすのか
レース車両とお客様のお車では走行状態や使用目的は異なりますが、オイル交換の重要性やタイヤ
溝の残量について丁寧に説明し、ご理解いただいた上でご案内を進めていきたいと考えています。
また、お客様ご自身でできる日常点検の大切さに加え、入庫いただき、私たちプロが点検を行うこと
の重要性についても、メリット・デメリットを含めて分かりやすくお伝えし、理解を深めていただくと
ともに、クルマに興味を持っていただけるよう、今後はより積極的に取り組んでいきたいと思います。

■今後参加するスタッフや後輩の皆さんへ
参加する前は張り詰めた空気感や質問などしづらい雰囲気なのかなと少し不安でしたが、いざ参加
してみると私だけでなくトヨタ校の学生にも皆さんから優しく話しかけてくださってとても嬉しかっ
たです。的確にアドバイスをいただけ作業もある程度任せていただきとても充実した時間となりまし
た。このようにレースの現場を身近に経験する機会はなかなかないので、少しでも興味のある方は
ぜひ参加してみてほしいです。



岡山大会もトヨタ校生と共に戦いました！

ルギ チャンドラ レスマナさん 真鍋 宏明さん

私は幼少期より自動車、特にモータースポーツが大好きで将来はモータース
ポーツに関わる仕事がしたいと考えていました。
そのため、今回の86/BRZカップでの経験は今後の人生を決める上で非常に貴
重な経験だったと思います。

今までレースは、観戦しかしたことがありませんでしたが、実際にメカニックとし
て参加してみると、レースの世界は過酷で厳しい世界ということを改めて感じま
した。
ドライバーの感想に対して的確にセッティングを変更したり、短時間でミッション
を下ろしたりなど、整備士の中でも技術と経験と判断力がないと難しい作業な
のではないかと思いました。
また、整備士として以前に、1人の人間としての礼儀やマナーなども必要なのだ
と感じました。他チームへの挨拶回りやテントに訪れた方への対応なども非常に
大切なことだと思います。
私もチームの方々を見習って、整備士としてそして人間として成長しなければな
らないと痛感しました。

そして一番感じたのは、基本の大事さです。
学校では4Sや挨拶など基本的なことをできるように徹底していますが、実際の
ピットの中でも徹底されているように感じました。
特に、工具類は常に整理整頓されていて作業がし易いだけでなく正確に安全に
行えるようになっています。
挨拶も、元気で大きな声で行うことで他チームとの良好な関係に大きく影響し
ていると感じました。

今回の体験を通じて、モータースポーツの裏側の現実を自分の目で見ることが
できました。
そして、モータースポーツの世界に対する熱意と憧れが強くなりました。
この経験を忘れることなく、今後の学生生活やカーライフに役立てていき、一流
のメカニックになれるように精進いたします。

最後になりましたが、レースウィークの5日間は非常に濃く、常に勉強になりまし
た。 本当にありがとうございました。
また機会があれば、応募させていただきます。

蒲生選手の地元岡山での3位表彰台おめでとうございます。
これからも応援しています。

この活動を通して、私は実際にレースの現場での作業を間近で見学し、現場に
関わり、さらにテレビでしか見ることのできなかったピットの中に入らせていた
だくという、非常に貴重で素晴らしい経験をすることができました。
この機会は、私にとって一生忘れることのできない大切な経験となりました。

今回の活動では、楽しさだけでなく、レースの世界について多くのことを学ばせ
ていただきました。
アライメントの細かい調整の重要性、タイヤのメンテナンス、そしてタイヤのエア
圧は、サーキットの温度に合わせて管理されていることなど、すべてが新しい学
びでした。

子どもの頃は、すごいドライバーにばかり目が向いていましたが、成長するにつ
れて、優れたドライバーの裏には、優れたメカニックと優れたチームの存在が不
可欠であることを深く実感いたしました。
また、素晴らしい方々と出会い、食事をご一緒させていただき、笑顔あふれる時
間を過ごすことができたことも、私にとってかけがえのない思い出です。
あらためまして、このような貴重な機会をお与えくださり、心より御礼申し上げ
ます。
ネッツトヨタ兵庫レーシングチームの皆様の今後のご発展とご活躍を、心よりお
祈り申し上げます。

最後になりましたが、活動中に至らぬ点があり、もしご迷惑をおかけしておりま
したら、深くお詫び申し上げます。
本経験を今後の学習に必ず活かしてまいります。
このたびは、誠にありがとうございました。



プロフェッショナルクラス
予選 正式結果



プロフェッショナルクラス
決勝レース グリッド表



プロフェッショナルクラス
決勝 正式結果



プロフェッショナルクラス
シリーズポイントランキング



今シーズンもありがとうございました！

支えてくださったすべての皆さまへ、心からの感謝を。
この応援を力に、また次のシーズンも挑み続けます。

一年間本当にありがとうございました。

監督：福田裕紀 ドライバー：蒲生尚弥 チーフメカニック：山本記敬

データエンジニア：神崎省吾 メカニック：宮部伸一朗 マネージャー：厚美昌世
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レーススケジュール


